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所
得
税
法
や
地
方
税
法
で
は
、
申
告
者
本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養
親
族
が
「
障
害
者
」

や
「
特
別
障
害
者
」
に
該
当
す
る
場
合
、『
障
害
者
控
除
』
と
し
て
一
定
金
額
を
所
得
か

ら
控
除
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
65
歳
以
上
で
障
が
い
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
長
の
認
定
を
受
け
れ
ば
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
「
障
が
い
に
準
ず
る
者
」
と
し
て
障
害
者
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、認
定
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　①障害高齢者の日常生活自立度
状　　態 ランク 認定区分

何らかの障がいを有するが、日常
生活はほぼ自立しており、独力で
外出する。

Ｊ ➡ 非該当

屋内での生活はおおむね自立して
いるが、介助なしには外出しない。

Ａ ➡
障害者に
準ずる

屋内生活は何らかの介助を要し、
日中もベッド上での生活が主体で
あるが、座位を保つ。

Ｂ

➡
特別障害
者に準ず
る一日中ベッド上で過ごし、排せつ、

食事、着替えには介助を要する。
Ｃ

対　　象　　者
控除額

所得税 住民税

障害者
身体障害者手帳３～６級
療育手帳Ｂ・Ｃ
精神障害者保健福祉手帳２・３級

27万円 26万円

特 別
障害者

身体障害者手帳１・２級
療育手帳Ａ以上
精神障害者保健福祉手帳１級

40万円 30万円

【
申　

請
】

　

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課
窓
口
で
、

申
請
に
必
要
な
事
項
を
所
定
の
用
紙

に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
持
参
す
る
も
の
…
印
鑑
）

※
平
成
20
年
分
の
確
定
申
告
で
障
害

　

者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
年
内

　

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
結　

果
】

　

申
請
い
た
だ
い
た
内
容
を
も
と

に
、
障
害
の
程
度
に
つ
い
て
介
護
認

定
記
録
な
ど
を
確
認
し
、
認
定
結
果

を
後
日
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

『
障
害
者
控
除
』
の

　
　

 

認
定
に
つ
い
て

年齢65歳以上

⬅

１ 

手
続
き
の
な
が
れ

２　

認
定
の
基
準

　

認
定
の
基
準
は
、
障
が
い

の
場
合
と
認
知
症
の
場
合
と

に
分
け
て
、「
日
常
生
活
自
立

度
」
が
ど
れ
く
ら
い
か
を
判

断
す
る
区
分
や
ラ
ン
ク
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

控
除
対
象
と
な
る
場
合
は

「
認
定
基
準
表
」
の
と
お
り

で
す
。

【認定基準表】

②認知症高齢者の日常生活自立度　
状　　態 ランク 認定区分

認知症であるが、日常生活は家庭
内および社会的にほぼ自立してい
る。

Ⅰ ➡ 非該当

日常生活に支障をきたす症状・行
動や意思疎通の困難さが多少見ら
れても、だれかが注意していれば
自立できる。

Ⅱ ➡
障害者に
準ずる

日常生活に支障をきたす症状・行
動や意思疎通の困難さがときどき
見られ、介護を必要とする。

Ⅲ

➡
特別障害
者に準ず
る

日常生活に支障をきたす症状・行
動や意思疎通の困難さがひんぱん
に見られ、常に介護を必要とする。

Ⅳ

著しい精神状態や問題行動または
重とくな身体疾患が見られ、専門
医療を必要とする。

Ⅴ

３　

控
除
額

　

認
定
を
受
け
た
場
合
の

控
除
額
は
、「
障
害
者
控
除

額
表
」
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

【障害者控除額表（参考）】

※配偶者または扶養義務者が同居の特別障害者である場合

には、配偶者控除または扶養控除額に、所得税では35万円、

住民税では23万円を加算した額が控除されます。

◆問い合わせ先

   ○税控除について　伊奈庁舎税務課

 　  ☎58‐2111   （内線1181,1187）

   ○認定について　伊奈庁舎社会福祉課
 　  ☎58‐2111   （内線1153,1154）

H20.11月現在




